　　　　　　　　　　　　　　　
研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　南山苑3階　　　　　　　職　種　介護福祉士　　　　氏　名　石田理恵

	期　　間　平成27年11月24日　(火)　～25日(水)　　　　　　　　　　　　　　　　　

	出張目的　　第２回青森県認知症対応型サービス事業管理者研修

	出 張 先　　県民福祉プラザ4Ｆ大中研修室

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


<全体の考察>

　今回、青森県認知症対応型サービス事業管理者研修に参加させていただき、認知対応型サービスの在り方、また管理者としての基本的知識を学ぶことができました。管理職の在り方では、会議の進め方などの会議の必要性を学び、また管理職としての会議の進め方やまとまらない時の解決策など場面ごとに設定され勉強になりました。介護従事者に対する労働管理については、今年度から配布されるマイナンバー制度、ストレスチェック制度に関する知識と理解を得られました。防災に対する心構えでは、消防法令の改正やスプリンクラー設備基準、消火器点検基準の講義をうけ、施設内のスプリンクラ―設置場所や消火器の使用方法を再認識することができました。地域密着型サービスでは、地域の方々に、私達の施設活動を伝え交流を取り持つ事で、利用者様の生活への励みとなり、生きがいの一つとなると説明がありました。地域に開かれたサービスは、これからの施設サービスの課題にも上がっており、今後の取り組みの参考にしたいと思います。

＜第一日目＞平成27年11月24日(火)

◎講義1「地域密着型サービスの基準について」　　　　　　　　　講師　青森県高齢福祉保健課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介護事業者グループ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総括主幹　高坂　修一氏

1.地域密着サービスとは

　・認知症高齢者や一人暮らし高齢者の増加などを踏まえ高齢者が要介護状態になっても、できる限り住み慣れた地域で生活を続けられるようにできる観点から、原則とし日常生活圏域内でサービスの利用及び完結するサービスを市町村が事業者の指定及び指導・監督を行うものである。

2,地域密着型サービスの仕組み

　　(1)所在市町村の住民のみが保険給付対象

　・地域密着型サービスについては、市町村(保険者)が事業者指定を行い原則として、当該市町村の住民(被保険者)のみが保険給付の対象となる。

　・

　　(2)地域単位での適切なサービス基盤整備が可能

　・入所、住居系サービスについては、日常生活圏域ごとの利用定員総数を介護保険事業計画に定め、これを超える場合は、指定をしないことができる。また、市長村が指定及び指導、監督をおこなうことにより、市町村が主体となり適切な運営を確保することとなる。

　　(3)地域の実情に応じた報酬、基準の設定が可能

　・厚生労働大臣が報酬および基準を定めるが、市町村(保険者)が一定の範囲内で変更することが可能。

(4)公正かつ透明な仕組みとサービスの質の確保

　・事業所の指定等又は指定基準等の変更を行う場合、地域密着型サービス運営委員会の意見等を聞き公正かつ透明な制度運営を確保できるようにしている。

◎講義2「介護従事者に対する労働管理について」　　　　　　　　講師　サカキ経営労務センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長　榊　清蔵　氏

・マイナンバー制度は平成２５年５月２４日第１８３国会において「行政手続きにおける特定の個人を認別するための番号の利用などに関する法律」として成立しました。

1、 従業員に対するマイナンバーの説明会（内閣府のホームページの資料を使う）

2、 通知カード受け取りの案内分

3、 個人番号カード申請のお勧めの案内文（個人番号を申請すると今後は本人確認の必要がなくなる）

4、 マイナンバー管理者の選任

5、 マイナンバーはいつ提供してもらうのか

6、 管理区域と取扱区域について

○ストレスチェック制度→５０人以上の事業所が対象となる

労働安全衛生法に一部を改正する法律が公布。

職場のメンタルヘルス対策に関して新たにストレスチェック制度の創設があり関連する省令・告示・指針は、平成２７年４月１５日に公表。

施行期日は平成２７年１２月1日。

◎講義3「介護事業所における防災についての理解」　　　　　　　講師　青森地域広域消防事務組合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消防司令　木戸　耕一氏

消防法令の改正について・・・「平成２７年４月１日施行の概要」

①用途区分の見直し

②スプリンクラー設備の設置基準の見直し

③自動火災報設備の設置基準の見直し

④消防検査の範囲拡大

⑤火災通報装置に関する基準の見直し

防火管理とは…火災の発生を未然に防止し、かつ万一火災が発生した場合でもその被害を最小限にとどめるため、必要な万全の対策を立て実践すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇓

【自らのところは、自らが守る】

防火管理上の不適切な状態(例)

・避難階段の不用物品・避難口誘導灯の点灯不良…避難障害

・消火器の紛失…初期消火困難

・不用物品の放置、火災報知設備のベル停止、電気器具の不適切使用、たばこ吸い殻…火災危険

◎講義4「地域密着型サービスの取り組みについて」　　　　　　　講師 社会福祉法人同伸会理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 特別養護老人ホーム瑞光苑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 岩淵　惣二　氏

＜新オレンジプランの基本的考え方＞

認知症の人の意思が尊重され出来る限り住み慣れた地域の良い環境で、自分らしく暮らし続ける事が出来る社会の実現を目指す。

＜七つの柱＞

1 認知症への理解を深める為の普及・啓発の推進

2 認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護などの提供

3 若年性認知症施策の強化

4 認知症の人の介護者への支援

5 認知症の人の含む高齢者に優しい地域つくりの推進

6 認知症の予防法、診断法、リハビリテーションモデル介護モデル等の研究開発及びその成果の普及の推進

7 認知症の人やその家族の視点の重視

◎講義5「適切なサービス提供のあり方について」　　　　　　　講師　青森県認知症介護指導者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斎藤　公一氏

＜権利擁護＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①情報の関する権利

②手続きに関する権利

③適切なサービス内容が保障される権利

④訴えの権利

⑤参加の権利（利用者もカンファレンスなどに参加できる権利）

○家族からのクレーム→家族との信頼関係が大事

○運営推進会議→情報共有

○管理・マネジメント→１人ではなくスタッフみんなで行う事が大事

＜会議(ミーティングとは＞

特定の問題や課題を解決するために、関連する人々があつまり、いろいろな意見や情報交換をし、共通の理解を得ながら実行に移していく会合をさす。

○よいミーティングとは・・・

1 目的があること

2 参加する人に力をあたえる。参加者が決定の過程に参加していること。

3 そのグループやネットワークを強くしていくこと

4 始める前に必要なこと…　　目的の確認・参加者の把握・場所、日時の決定　・レジメ資料の用意　・どんな役割分担の想定(議長、書記、タイムキーパー、報告者)

◎講義6「介護事業所におけるリスクマネジメント」　　　　講師　青森県認知症介護指導者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高原　弘美　氏

1,リスクマネジメントとは

1 リスクに関して、組織を指導し管理する調整された活動

②　利用者の安全を最大の目的とした上で、サービスの質の向上と利用者満足度の向上をめざす活動。

　…事故を起こさない為のリスクマネジメントではない。利用者の満足を目指す活動である。

2,リスクをマネジメントする。

　(危険)　　　　(管理)

①起きてしまった損害をできるだけ小さくすること→ダメージコントロール

　②過去にあった危険の情報を集め、原因に対処するための予防の計画

３、管理者としてのリスクマネジメント

・介護の質・安全を向させていくことの重要性を認識し（動機付け）、行動促す

・継続的な関わり（研修・訓練）の実施により適切な行動へ結びつける
・潜在している問題に向き合い、分析・対策を実施する
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